
（別紙３）

～ 令和8年2月16日

（対象者数） 8世帯 （回答者数） 6世帯

～ 令和8年1月31日

（対象者数） ５人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続き支援内容の振り返りを行い、発達の連続性を意識

した支援を強化する

・保護者、関係機関との情報共有をより深く行う

2

職員研修や事例共有による支援の質の均一化を図る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

継続して研修受講を行って職員のスキルアップ図り、お互い

の強みを生かせるようにする。

2

3

関連施設（保育園・学童等）と連携し、就園、就学を見据えた

支援を行っている。

遊びや日常生活を通して、子どもの「できた」を大切にした支

援を行っている。

子どもの発達段階に応じた、生活に即した支援を行っている。 安心できる環境づくりと肯定的な声掛けを意識している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

子どもの「できた」を大切にする支援を行っているが、専門性

の違いから、支援方法に関する共通理解が難しいこともある。

振り返り、支援会議等を全員で行うことが難しいことがある。

令和8年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 キッズデイ

○保護者評価実施期間
令和8年1月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


